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原
発
の
テ
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策
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与
え
ら
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経
過
措
置
の
撤
廃
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
原
子
炉
等
規
制
法
）
は
、
そ
の
第
四
十
三
条
の
三
の
九

第
一
項
に
基
づ
い
て
定
め
た
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
、
原
子
力
発
電
事
業
者
に
対
し
て
、
「
原
子
炉
建
屋
へ
の
故
意
に
よ

る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
そ
の
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
」
、
特
定
重
大
事
故
等
対
処

施
設
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
そ
の
規
則
の
附
則
で
、
規
則
施
行
開
始
（
二
〇
一
三
年
）
か
ら
一
律
五
年
間
、
さ
ら
に
二
〇
一
五
年
の
規
則
改
正

で
、
工
事
計
画
認
可
時
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
の
経
過
措
置
が
与
え
ら
れ
た
。 

 

そ
の
結
果
、
高
浜
原
発
一
号
機
、
二
号
機
、
美
浜
原
発
三
号
機
、
大
飯
原
発
四
号
機
、
玄
海
原
発
三
号
機
、
四
号
機
が
、
現

在
も
経
過
措
置
期
間
中
に
あ
る
。 

 

一
方
、
柏
崎
刈
羽
原
発
で
は
、
不
正
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
中
央
制
御
室
へ
の
侵
入
（
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
七

第
二
項
で
準
用
す
る
第
十
二
条
の
二
第
四
項
違
反
。
以
後
、
「
核
物
質
防
護
規
定
違
反
」
）
や
核
防
護
施
設
の
損
傷
や
故
障
の

放
置
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
二
項
違
反
。
以
後
「
防
護
措
置
義
務
違
反
」
）
な
ど
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
生
じ
得
る

事
案
が
繰
り
返
し
起
き
た
。 



 

２ 

 

 
そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 
三
月
十
八
日
の
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
連
合
審
査
会
（
以
後
、
連
合
審
査
）
で
は
、
防

護
措
置
義
務
違
反
に
つ
い
て
、
「
東
京
電
力
の
柏
崎
刈
羽
以
外
の
事
業
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
検
査
を
し
っ
か
り
と
徹
底

し
て
行
い
、
報
告
を
聴
取
す
る
べ
き
だ
」
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
梶
山
経
済
産
業
大
臣
は
、
「
他
の
事
業

者
に
も
、
注
意
を
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
今
、
経
済
産
業
省
か
ら
監
督
、
指
導
を
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

 
 

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
確
認
し
た
の
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
原
子
力
政
策
課
か
ら
、
「
令
和
三
年
三

月
十
九
日
（
金
）
に
、
松
山
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
長
か
ら
、
東
電
以
外
の
事
業
者
に
お
い
て
も
、
規
制
委
員
会
の
監
視
の

下
、
常
に
緊
張
感
を
持
っ
て
核
物
質
防
護
を
確
保
す
る
こ
と
を
、
口
頭
に
て
指
導
」
し
た
と
の
文
書
回
答
を
受
け
取
っ
た
。 

 

１ 

経
産
大
臣
が
連
合
審
査
で
尋
ね
ら
れ
る
ま
で
は
、
口
頭
指
導
さ
え
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
口
頭
指
導
は
、
防
護

措
置
義
務
違
反
に
つ
い
て
だ
け
か
。
そ
れ
と
も
、
核
物
質
防
護
規
定
違
反
も
含
め
て
両
方
に
つ
い
て
口
頭
指
導
し
た
の

か
。 

 

２ 

口
頭
指
導
し
た
相
手
は
各
原
発
事
業
者
の
誰
か
、
記
録
を
残
し
て
あ
る
の
か
。 

 

３ 

口
頭
指
導
の
み
で
、
報
告
は
求
め
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
他
の
原
発
で
同
様
の
問
題
が
起
き
て
い
な



 

３ 

 

い
こ
と
を
監
督
官
庁
と
し
て
確
認
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

二 
四
月
二
十
一
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
、
更
田
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
は
、
「
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け

る
核
物
質
防
護
の
劣
化
を
捉
え
て
、
東
京
電
力
以
外
の
事
業
者
に
対
し
て
も
、
核
物
質
防
護
の
状
態
に
つ
い
て
改
め
て
確
認

す
る
よ
う
に
調
査
を
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
た
が
、
原
子
力
規
制
庁
に
よ
れ
ば
、
口
頭
指
導
し
た
だ
け
だ
と
い
う
。 

 

１ 

口
頭
指
導
は
防
護
措
置
義
務
違
反
に
関
し
て
の
み
か
。
核
物
質
防
護
規
定
違
反
に
つ
い
て
も
指
導
し
た
の
か
。 

 

２ 

原
子
力
規
制
委
員
会
か
ら
原
発
事
業
者
の
ど
の
部
署
に
調
査
を
し
た
の
か
。
改
め
て
文
書
に
よ
る
調
査
報
告
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。 

三 

更
田
委
員
長
は
、
右
の
答
弁
に
続
け
て
、
「
核
物
質
防
護
は
テ
ロ
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
特
定
重
大
事
故

等
対
処
施
設
は
、
テ
ロ
が
発
生
し
て
し
ま
っ
て
も
、
爆
弾
等
を
投
げ
込
ま
れ
て
も
、
飛
行
機
等
が
落
ち
て
き
て
も
と
い
う
施

設
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

１ 

核
物
質
防
護
規
定
違
反
や
防
護
措
置
義
務
違
反
が
な
い
か
の
点
検
が
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
原
発
で
も
核

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
で
あ
り
、
万
が
一
の
重
大
事
故
に
備
え
て
、
特
定
重
大
事

故
等
対
処
施
設
は
、
稼
働
中
の
原
発
で
今
す
ぐ
必
要
で
は
な
い
か
。 



 

４ 

 

 
２ 

同
様
に
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
設
置
義
務
を
満
た
さ
ず
、
こ

れ
か
ら
稼
働
し
よ
う
と
し
て
い
る
原
発
は
、
稼
働
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

四 

原
子
力
規
制
委
員
会
が
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
三
日
に
決
め
た
「
新
た
な
規
制
基
準
の
い
わ
ゆ
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
運

用
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
に
よ
れ
ば
、
経
過
措
置
を
設
定
し
た
と
し
て
も
、
「
安
全
上
緊
急
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
に

は
、
新
た
な
規
制
基
準
の
新
設
・
変
更
に
際
し
、
当
該
規
制
基
準
を
即
時
に
適
用
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」
と
し
て
い
る
。 

 
 

柏
崎
刈
羽
原
発
に
お
け
る
核
物
質
防
護
規
定
違
反
と
防
護
措
置
義
務
違
反
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
基
本
的
考
え
方
に
沿
っ

て
、
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
経
過
措
置
を
撤
廃
し
、
す
べ
て
の
原
発
に
対
し
て
即
時
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


